
PIMの構成

この章では、IPv4ネットワークの Cisco Nexus 3600プラットフォームスイッチに Protocol
Independent Multicast（PIM）機能を構成する方法を説明します。

この章は、次の項で構成されています。

• PIMに関する情報（1ページ）
• PIMの前提条件（9ページ）
• PIMの注意事項と制約事項（10ページ）
• PIMのデフォルト設定（10ページ）
• PIMの構成（11ページ）
• PIM設定の確認（35ページ）
•統計の表示（36ページ）
• PIMの設定例（37ページ）
•次の作業（44ページ）
•その他の参考資料（44ページ）

PIMに関する情報
マルチキャスト対応ルータ間で使用される PIMは、マルチキャスト配信ツリーを構築して、
ルーティングドメイン内にグループメンバーシップをアドバタイズします。PIMは、複数の
送信元からのパケットが転送される共有配信ツリーと、単一の送信元からのパケットが転送さ

れる送信元配信ツリーを構築します。マルチキャストの詳細については、「マルチキャストに

関する詳細」セクションを参照してください。

Cisco NX-OSは、IPv4ネットワーク（PIM）対応の PIMスパースモードをサポートします。
（PIMスパースモードでは、ネットワーク上の要求元だけにマルチキャストトラフィックが
伝送されます。）ルータ上で同時に実行するように PIMを構成できます。PIMグローバルパ
ラメータを使用すると、ランデブーポイント（RP）、メッセージパケットフィルタリング、
および統計情報を設定できます。PIMインターフェイスパラメータを使用すると、マルチキャ
スト機能のイネーブル化、PIMの境界の識別、PIM helloメッセージインターバルの設定、お
よび指定ルータ（DR）のプライオリティ設定を実行できます。詳細については、「PIMスパー
スモードの構成」セクションを参照してください。
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Cisco Nexus 3600プラットフォームスイッチは、PIMデンスモードをサポートしていません。（注）

Cisco NX-OSでマルチキャスト機能を有効化するには、各ルータで PIM機能を有効化してか
ら、マルチキャストに参加する各インターフェイスで、PIMスパースモードを有効化する必
要があります。PIMは IPv4ネットワーク用に設定できます。IPv4ネットワーク上のルータで
IGMPがイネーブルになっていない場合は、PIMによって自動的にイネーブルにされます。
IGMPの構成に関する詳細は、「 IGMPの設定」を参照してください。

Cisco Nexus 3600プラットフォームスイッチは、PIM6をサポートしていません。（注）

PIMグローバルコンフィギュレーションパラメータを使用すると、マルチキャストグループ
アドレスの範囲を設定して、次に示す 2つのツリー配信モードで利用できます。

• Any Source Multicast（ASM）：マルチキャスト送信元の検出機能を提供します。ASMで
は、マルチキャストグループの送信元と受信者間に共有ツリーを構築し、新しい受信者が

グループに追加された場合は、送信元ツリーに切り替えることができます。ASMモード
を利用するには、RPを設定する必要があります。

•送信元固有マルチキャスト（SSM）は、マルチキャスト送信元への加入要求を受信する
LANセグメント上の代表ルータを起点として、送信元ツリーを構築します。SSMモード
では、RPを設定する必要がありません。送信元の検出は、その他の方法で実行する必要
があります。

モードを組み合わせて、さまざまな範囲のグループアドレスに対応することができます。詳細

については、「PIMの構成」セクションを参照してください。

ASMモードで使用される PIMスパースモードと共有配信ツリーの詳細については、「RFC
4601」を参照してください。

SSMモードの PIMの詳細については、RFC 3569を参照してください。

Cisco Nexus 3548シリーズデバイス対応の Cisco NX-OSでは、マルチキャストの等コストマル
チパス（ECMP）がデフォルトでオンになっています。ECMPをオフにすることはできません。
プレフィックスに対し複数のパスが存在する場合は、PIMがルーティングテーブル内で最も
低いアドミニストレーティブディスタンスを持つパスを選択します。CiscoNX-OSは、宛先ま
での 16のパスをサポートします。

（注）

vPCを使用した PIM SSM
vPC機能とともにアップストリームレイヤ3クラウドを備えたCiscoNexus3600プラットフォー
ムスイッチで PIM SSMを有効にできます。ダウンストリーム PIMネイバーがない場合は、
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vPCピアリンクを介して vPC VLAN上の 2つのスイッチ間に PIMネイバー関係を形成できま
す。

Helloメッセージ
ルータは、マルチキャストアドレス 224.0.0.13に PIM helloメッセージを送信して、PIMネイ
バールータとの隣接関係を確立します。helloメッセージは 30秒間隔で定期的に送信されま
す。PIMソフトウェアはすべてのネイバーからの応答を確認すると、各 LANセグメント内で
優先順位が最大のルータを代表ルータ（DR）として選択します。DR優先順位は、PIM hello
メッセージの DR優先順位値に基づいて決まります。全ルータの DRプライオリティ値が不
明、またはプライオリティが等しい場合は、IPアドレスが最上位のルータがDRとして選定さ
れます。

PIM hello間隔を低い値に変更する場合は、ネットワーク環境に適した値に変更することを推
奨します。

注意

helloメッセージには保持時間の値も含まれています。通常、この値はhelloインターバルの3.5
倍です。ネイバーから後続の helloメッセージがないまま保持時間を経過すると、スイッチは
そのリンクで PIMエラーを検出します。

PIMソフトウェアで、PIMネイバーとの PIM helloメッセージの認証にMD5ハッシュ値を使用
するよう設定すると、セキュリティを高めることができます。IGMPスヌーピングソフトウェ
アは、PIM helloメッセージも処理します。

helloメッセージ認証の構成に関する詳細は、「PIMスパースモードの構成」セクションを参
照してください。

Join-Pruneメッセージ
DRが新しいグループの受信者または送信元から IGMPメンバーシップレポートメッセージを
受信すると、DRは、ランデブーポイント（ASMモード）または送信元（SSMモード）に面
しているインターフェイスからPIMJoinメッセージを送信することにより、受信者を送信元に
接続するためのツリーを作成します。ランデブーポイント（RP）とは、ASMモードでPIMド
メイン内のすべての送信元およびホストにより使用される、共有ツリーのルートです。SSMで
は RPを使用せず、送信元と受信者間の最小コストパスである最短パスツリー（SPT）を構築
します。

DRはグループまたは送信元から最後のホストが脱退したことを認識すると、PIM Pruneメッ
セージを送信して、配信ツリーから該当するパスを削除します。

各ルータは、マルチキャスト配信ツリーの上流方向のホップに Joinまたは Pruneアクションを
次々と転送し、パスを作成（Join）または削除（Prune）します。
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このマニュアル内の「PIM joinメッセージ」および「PIM pruneメッセージ」という用語は、
PIM join-pruneメッセージに関して、JoinまたはPruneアクションのうち実行されるアクション
のみをわかりやすく示すために使用しています。

（注）

Join/Pruneメッセージは、ソフトウェアからできるだけ短時間で送信されます。join-pruneメッ
セージをフィルタリングするには、ルーティングポリシーを定義します。join-pruneメッセー
ジポリシーの構成に関する詳細は、「PIMスパースモードの構成」セクションを参照してく
ださい。

PIM Joinを上流に発信してルーティングテーブルに含まれる既知のすべての（S、G）に対し
てSPTを事前に構築できます。受信者が存在しない場合でも、PIMJoinを上流に発信してルー
ティングテーブルに含まれる既知のすべての（S、G）に対する SPTを事前に構築するには、
ip pim pre-build-sptコマンドを使用します。デフォルトで PIM（S、G）Joinが上流に発信され
るのは、（S、G）の OIFリストが空でない場合だけです。

ステートのリフレッシュ

PIMでは、3.5分のタイムアウト間隔でマルチキャストエントリをリフレッシュする必要があ
ります。ステートをリフレッシュすると、トラフィックがアクティブなリスナーだけに配信さ

れるため、ルータで不要なリソースが使用されなくなります。

PIMステートを維持するために、最終ホップである DRは、Join/Pruneメッセージを 1分に 1
回送信します。次に、（*、G）ステートおよび（S、G）ステートの構築例を示します。

•（*、G）ステートの構築例：IGMP（*、G）レポートを受信すると、DRは（*、G）PIM
Joinメッセージを RP方向に送信します。

•（S、G）ステートの構築例：IGMP（S、G）レポートを受信すると、DRは（S、G）PIM
Joinメッセージを送信元方向に送信します。

180秒以内にステートがリフレッシュされていない場合、PIMソフトウェアは、上流ルータの
マルチキャスト発信インターフェイスリストから転送パスを削除し、配信ツリーを再構築しま

す。

ランデブーポイント

ランデブーポイント（RP）は、マルチキャストネットワークドメイン内にあるユーザが指定
したルータで、マルチキャスト共有ツリーの共有ルートとして動作します。必要に応じて複数

の RPを設定し、さまざまなグループ範囲をカバーすることができます。

スタティック RP

マルチキャストグループ範囲のRPは静的に設定できます。この場合、ドメイン内のすべての
ルータに RPのアドレスを設定する必要があります。

スタティック RPを定義するのは、次のような場合です。
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•ルータに Anycast RPアドレスを設定する場合

•スイッチに手動で RPを設定する場合

スタティック RPの構成に関する詳細は、「スタティック RPの構成」セクションを参照して
ください。

BSR

ブートストラップルータ（BSR）を使用すると、PIMドメイン内のすべてのルータで、BSR
と同じ RPキャッシュが保持されるようになります。BSRでは、BSR候補 RPから RPセット
を選択するよう設定できます。BSRは、ドメイン内のすべてのルータに RPセットをブロード
キャストする役割を果たします。ドメイン内のRPを管理するには、1つまたは複数の候補BSR
を選択します。候補 BSRの 1つが、ドメインの BSRとして選定されます。

同じネットワーク内では、Auto-RPプロトコルと BSRプロトコルを同時に設定できません。注意

次の図は、BSRメカニズム、ソフトウェアによって選択された BSRであるルータ Aが、イ有
効になっているすべてのインターフェイスから BSRメッセージを送信する場所を示していま
す（図の実線で表示）。このメッセージにはRPセットが含まれており、ネットワーク内のす
べてのルータに次々とフラッディングされます。ルータ Bおよび Cは候補 RPであり、選定
された BSRに候補 RPアドバタイズメントを直接送信しています（図の破線部分）。

選定された BSRは、ドメイン内のすべての候補 RPから候補 RPメッセージを受信します。
BSRから送信されるブートストラップメッセージには、すべての候補RPに関する情報が格納
されています。各ルータでは共通のアルゴリズムを使用することにより、各マルチキャストグ

ループに対応する同一の RPアドレスが選択されます。

図 1 : BSRメカニズム

RP選択プロセスの実行中、ソフトウェアは最も優先順位が高い RPアドレスを特定します。2
つ以上の RPアドレスのプライオリティが等しい場合は、選択プロセスで RPハッシュを使用
することもできます。1つのグループに割り当てられる RPアドレスは 1つだけです。
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デフォルトでは、ルータはBSRメッセージの受信や転送を行えません。BSRメカニズムによっ
て、PIMドメイン内のすべてのルータに対して、マルチキャストグループ範囲に割り当てら
れた RPセットが動的に通知されるようにするには、BSRリスニング機能および転送機能をイ
ネーブルにする必要があります。

BSRメカニズムは、サードパーティ製ルータで使用可能な、ベンダー共通の RP定義方式で
す。

（注）

BSRおよび候補 RPの構成に関する詳細は、「BSRの構成」と「静的 RPの構成」セクション
を参照してください。

Auto-RP

Auto-RPは、インターネット標準であるブートストラップルータメカニズムに先立って導入
されたシスコのプロトコルです。Auto-RPを設定するには、候補マッピングエージェントおよ
び候補 RPを選択します。候補 RPは、サポート対象グループ範囲を含んだ RP-Announceメッ
セージを Cisco RP-Announceマルチキャストグループ 224.0.1.39に送信します。Auto-RPマッ
ピングエージェントは候補 RPからの RP-Announceメッセージを受信して、グループと RP間
のマッピングテーブルを形成します。マッピングエージェントは、このグループと RP間の
マッピングテーブルを RP-Discoveryメッセージに格納して、Cisco RP-Discoveryマルチキャス
トグループ 224.0.1.40にマルチキャストします。

同じネットワーク内では、Auto-RPプロトコルと BSRプロトコルを同時に設定できません。注意

次の図に、Auto-RPメカニズムを示します。RPマッピングエージェントは、受信したRP情報
を、定期的に Cisco RP-Discoveryグループ 224.0.1.40にマルチキャストします（図の実線部
分）。
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図 2 : Auto-RPのメカニズム

デフォルトでは、ルータは Auto-RPメッセージの受信や転送を行いません。Auto-RPメカニズ
ムによって、PIMドメイン内のルータに対して、グループと RP間のマッピング情報が動的に
通知されるようにするには、Auto-RPリスニング機能および転送機能をイネーブルにする必要
があります。

Auto-RPの構成に関する詳細は、「Auto-RPの構成」セクションを参照してください。

Anycast-RP

Anycast-RPには 2つの実装方法があります。1つ目はマルチキャストソース検出プロトコル
（MSDP）、もう 1つは RFC 4610に基づいています。ここでは、PIM Anycast-RPの設定方法
について説明します。

PIM Anycast-RPを使用すると、Anycast-RPセットというルータグループを、複数のルータに
設定された単一のRPアドレスに割り当てることができます。Anycast-RPセットとは、Anycast-RP
として設定された一連のルータを表します。各マルチキャストグループで複数のRPをサポー
トし、セット内のすべてのRPに負荷を分散させることができるのは、このRP方式だけです。
Anycast-RPはすべてのマルチキャストグループをサポートします。

ユニキャストルーティングプロトコルの機能に基づいて、PIMRegisterメッセージが最も近い
RPに送信され、PIM Join/Pruneメッセージが最も近い RPの方向に送信されます。いずれかの
RPがダウンすると、これらのメッセージは、ユニキャストルーティングを使用して次に最も
近い RPの方向へと送信されます。

PIM Anycast-RPの詳細については、「RFC 4610」を参照してください。

Anycast-RPの構成方法については、「PIMAnycast-RP設定の構成」セクションを参照してくだ
さい。
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PIM登録メッセージ
PIM Registerメッセージは、マルチキャスト送信元に直接接続された指定ルータ（DR）から
RPにユニキャストされます。PIM Registerメッセージには次の機能があります。

•マルチキャストグループに対する送信元からの送信がアクティブであることをRPに通知
する

•送信元から送られたマルチキャストパケットをRPに配信し、共有ツリーの下流に転送す
る

DRは RPから Register-Stopメッセージを受信するまで、PIM Registerメッセージを RP宛に送
信し続けます。RPが Register-Stopメッセージを送信するのは、次のいずれかの場合です。

• RPが送信中のマルチキャストグループに、受信者が存在しない場合

• RPが送信元への SPTに加入しているにもかかわらず、送信元からのトラフィックの受信
が開始されていない場合

ip pim register-sourceコマンドを使用して、登録メッセージの送信元 IPアドレスが、RPがパ
ケットを送信できる一意のルーテッドアドレスではない場合に、登録メッセージの送信元 IP
アドレスを設定するために使用します。このような状況は、受信したパケットが転送されない

ように送信元アドレスがフィルタリングされる場合、または送信元アドレスがネットワークに

対して一意でない場合に発生します。このような場合、RPから送信元アドレスへ送信される
応答は DRに到達せず、Protocol Independent Multicast Sparse Mode（PIM-SM）プロトコル障害
が発生します。

次に、登録メッセージの IP送信元アドレスを DRのループバック 3インターフェイスに設定
する例を示します。

switch # configuration terminal
switch(config)# vrf context Enterprise
switch(config-vrf)# ip pim register-source ethernet 2/3
switch(config-vrf)#

Cisco NX-OSではRPの処理の停滞を防ぐため、PIMRegisterメッセージのレート制限が行われ
ます。

（注）

PIMRegisterメッセージをフィルタリングするには、ルーティングポリシーを定義します。PIM
レジスタメッセージポリシーの構成に関する詳細は、「メッセージフィルタリングの構成」

セクションを参照してください。

指定ルータ

PIMの ASMモードおよび SSMモードでは、各ネットワークセグメント上のルータの中から
指定ルータ（DR）が選択されます。DRは、セグメント上の指定グループおよび送信元にマル
チキャストデータを転送します。
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LANセグメントごとの DRは、「 vPCでの PIM SSM」セクションに記載された手順で決定さ
れます。

SSMモードの場合、DRは送信元方向に (S,G) PIM joinメッセージをトリガーします。受信者
から送信元へのパスは、各ホップで決定されます。この場合、送信元が受信者またはDRで認
識されている必要があります。

ASMモードでは、DRは、受信した IGMPメンバーシップレポートに応じて、送信元への（S,
G）または（*, G）PIM Joinメッセージをトリガーします。DRが、直接接続されたホストまた
は、受信者からの IGMPメンバーシップレポートを受信すると、RPへの最短パスが形成され
ます。さらに、DRは、送信元がアクティブになったときに PIM登録メッセージを RPに送信
します。結果は、そのグループの全ての受信者と共に同じマルチキャストグループへ送信する

全ての送信元を接続する共有ツリーです。

DR優先順位の構成に関する詳細は、「PIMスパースモードの構成」セクションを参照してく
ださい。

管理用スコープの IPマルチキャスト
管理用スコープの IPマルチキャスト方式を使用すると、マルチキャストデータの配信先に境
界を設定することができます。詳細については、RFC 2365を参照してください。

インターフェイスを PIM境界として設定し、PIMメッセージがこのインターフェイスから送
信されないようにできます。ドメイン境界パラメータの構成に関する詳細は、「メッセージ

フィルタリングの構成」セクションを参照してください。

Auto-RPスコープパラメータを使用すると、存続可能時間（TTL）値を設定できます。詳細に
ついては、「Auto-RPの構成」セクションを参照してください。

仮想化のサポート

複数の仮想ルーティングおよびフォワーディング（VRF）インスタンスを定義することができ
ます。各 VRFでは、MRIBを含む独立マルチキャストシステムリソースが維持されます。

PIM showコマンドに VRF引数を指定して実行すると、表示される情報のコンテキストを確認
できます。VRF引数を指定しない場合は、デフォルト VRFが使用されます。

VRFの構成に関する詳細は、『Cisco Nexus 3600 NX-OSユニキャストルーティング構成ガイ
ド』を参照してください。

PIMの前提条件
PIMには以下の前提条件があります。

•現在の仮想ルーティングおよびフォワーディング（VRF）モードが正しい（グローバルコ
マンドの場合）。この章の例で示すデフォルトのコンフィギュレーションモードは、デ

フォルト VRFに適用されます。

PIMの構成
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PIMの注意事項と制約事項
PIMには、次の注意事項と制限事項があります。

• Cisco Nexus 3600プラットフォームスイッチは、vPCレッグまたは vPCの背後にあるルー
タとの PIM隣接関係をサポートしていません。

•マルチキャストで RPとして使用されるループバックインターフェイスには、ip pim
sparse-mode構成が必要です。これは追加の構成ガイドラインです。

• PIMは、いずれのバージョンの PIMデンスモードまたは PIMスパースモードバージョ
ン 1とも相互運用性がありません。

• PIM6はサポートされていません。

• PIM Bidirは、サポートされていません。

•同じネットワーク内では、Auto-RPプロトコルとBSRプロトコルを同時に構成しないこと
をお勧めします。

•候補 RPインターバルを 15秒以上に設定してください。

• PIMは、PIM Anycast-RPに使用されるループバックインターフェイス上に構成する必要
があります。

• PIMでは、VRF-Lite（インポートまたはエクスポートなし）のみがサポートされます。

PIMのデフォルト設定
次の表に、PIMパラメータのデフォルト設定を示します。

表 1 : PIMパラメータのデフォルト設定

デフォルトパラメータ

無効共有ツリーだけを使用

無効再起動時にルートをフラッシュ

無効ネイバーの変更の記録

無効Auto-RPメッセージアクション

無効BSRメッセージアクション

IPv4の場合 232.0.0.0/8SSMマルチキャストグループ範囲またはポリシー

無効PIMスパースモード

PIMの構成
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デフォルトパラメータ

0DRプライオリティ

無効hello認証モード

無効ドメイン境界

メッセージをフィルタリングしないRPアドレスポリシー

メッセージをフィルタリングしないPIM Registerメッセージポリシー

メッセージをフィルタリングしないBSR候補 RPポリシー

メッセージをフィルタリングしないBSRポリシー

メッセージをフィルタリングしないAuto-RPマッピングエージェントポリシー

メッセージをフィルタリングしないAuto-RP候補 RPポリシー

メッセージをフィルタリングしないJoin/Pruneポリシー

すべての PIMネイバーと隣接関係を確
立

ネイバーとの隣接関係ポリシー

PIMの構成
PIMは、各インターフェイスに設定できます。

Cisco NX-OSがサポートしているのは PIMスパースモードのバージョン 2です。このマニュ
アルでPIMと記載されている場合は、PIMスパースモードのバージョン2を意味しています。

（注）

下のテーブルで説明されているマルチキャスト配信モードを使用すると、PIMドメインに、そ
れぞれ独立したアドレス範囲を構成できます。

表 2 : PIMのマルチキャスト配信モード

説明RP設定の必要
性

マルチキャスト配信モード

任意の送信元のマルチキャス

ト

はいアーキテクチャセールスマネージャ（ASM）

単一送信元のマルチキャストいいえSSM

マルチキャスト用 RPFルートいいえマルチキャスト用 RPFルート

PIMの構成
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PIMを設定する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 「PIMのマルチキャスト配信モード」のテーブルに示したマルチキャスト配信モードについて、各モード
で構成するマルチキャストグループの範囲を選択します。

ステップ 2 PIMまたは PIM6機能を有効にします。「PIM機能の有効化」セクションを参照してください。

ステップ 3 PIMドメインに参加させる各インターフェイスで、PIMスパースモードを設定します。「PIMスパース
モードの構成」セクションを参照してください。

ステップ 4 ステップ 1で選択したマルチキャスト配信モードについて、次の設定作業を行います。

• ASMモードについては、「ASMの構成」セクションを参照してください。

• SSMモードについては、「SSMの構成」セクションを参照してください。

•マルチキャスト用RPFルートについては、「マルチキャスト用RPFルートの構成」セクションを参照
してください。

ステップ 5 メッセージフィルタリングを構成する場合。「メッセージフィルタリングの構成」セクションを参照して
ください。

PIM機能の有効化
PIMコマンドにアクセスするには、PIM機能をイネーブルにしておく必要があります。

始める前に

LAN Base Servicesライセンスがインストールされていることを確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

PIMをイネーブルにします。デフォルトではPIMは
ディセーブルになっています。

feature pim

例：

ステップ 2

switch(config)# feature pim

PIMの構成
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目的コマンドまたはアクション

featureコマンドを含むPIMの実行コンフィギュレー
ション情報を表示します。

（任意） show running-configuration pim

例：

ステップ 3

switch(config)# show running-configuration pim

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config

PIMスパースモードの設定
スパースモードドメインに参加させる各スイッチインターフェイスで、PIMスパースモード
を設定します。

マルチキャストルートマップの構成に関する詳細は、「RP情報配信を制御するためのルート
マップの構成」セクションを参照してください。

（注）

join-pruneポリシーを構成するには、「メッセージフィルタリングの構成」セクションを参照
してください。

（注）

始める前に

LAN Base Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブル化さ
れていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

Auto-RPメッセージの待ち受けまたは転送をイネー
ブルにします。デフォルトではこれらの機能がディ

（任意） ip pim auto-rp {listen [forward] | forward
[listen]}

例：

ステップ 2

セーブルになっているため、Auto-RPメッセージの
受信と転送は行われません。

switch(config)# ip pim auto-rp listen

PIMの構成
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目的コマンドまたはアクション

BSRメッセージの待ち受けまたは転送をイネーブ
ルにします。デフォルトではこれらの機能がディ

（任意） ip pim bsr {listen [forward] | forward
[listen]}

例：

ステップ 3

セーブルになっているため、BSRメッセージの待
ち受けまたは転送は行われません。

switch(config)# ip pim bsr forward

Auto-RPおよびBSRの受信/転送ステートなど、PIM
RP情報を表示します。

（任意） ip pim rp [ip prefix] vrf vrf-name| all

例：

ステップ 4

switch(config)# show ip pim rp

レート制限を毎秒のパケット数で設定します。指定

できる範囲は 1～ 65,535です。デフォルト設定は
無制限です。

（任意） ip pim register-rate-limit rate

例：

switch(config)# ip pim register-rate-limit 1000

ステップ 5

Registerレート制限を含めた PIMの実行コンフィ
ギュレーション情報を表示します。

（任意） show running-configuration pim

例：

ステップ 6

switch(config)# show running-configuration pim

ethernet slot/portなどのインターフェイスタイプお
よび番号を入力して、インターフェイスモードを

開始します。

interface interface

例：

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

ステップ 7

そのインターフェイスを、レイヤ 3ルーテッドイ
ンターフェイスとして設定します。

no switchport

例：

ステップ 8

sswitch(config-if)# no switchport

現在のインターフェイスで PIMスパースモードを
イネーブルにします。デフォルトではディセーブル

になっています。

ip pim sparse-mode

例：

switch(config-if)# ip pim sparse-mode

ステップ 9

PIM helloメッセージの一部としてアドバタイズさ
れる指定ルータ（DR）プライオリティを設定しま

（任意） ip pim dr-priority priority

例：

ステップ 10

す。有効範囲は 1～ 4294967295です。デフォルト
は 1です。

switch(config-if)# ip pim dr-priority 192

PIMhelloメッセージ内のMD5ハッシュ認証キーを
イネーブルにします。暗号化されていない（クリア

（任意） ip pim hello-authentication ah-md5 auth-key

例：

ステップ 11

テキストの）キーか、または次に示す値のいずれか
switch(config-if)# ip pim hello-authentication
ah-md5 my_key を入力したあと、スペースとMD5認証キーを入力

します。

• 0：暗号化されていない（クリアテキスト）キー
を指定します。

PIMの構成
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目的コマンドまたはアクション

• 3：3-DES暗号化キーを指定します。

• 7：Cisco Type 7暗号化キーを指定します。

PIMインターフェイスでキーチェーン認証を有効
にします。ここで <keychain>はキーチェーンの名
前です。

（任意） ip pim hello-authentication keychain name

例：

switch(config-if)# ip pim hello-authentication
keychain mykeychain

ステップ 12

（注）

•キーチェーンを設定する前でも、特定のキー
チェーン名を使用して認証を設定できますが、

認証が成功するのは有効なキーとともにキー

チェーンが存在する場合だけです。

•キーチェーン認証が構成されている場合、古
いパスワードベースの認証は（存在する場合

でも）無視されます。

helloメッセージの送信インターバルを、ミリ秒単
位で設定します。範囲は 1～ 4294967295です。デ
フォルト値は 30000です。

（任意） ip pim hello-interval interval

例：

switch(config-if)# ip pim hello-interval 25000

ステップ 13

（注）

最小値は 1ミリ秒です。

インターフェイスを PIMドメインの境界として設
定し、対象のインターフェイスで、ブートストラッ

（任意） ip pim border

例：

ステップ 14

プ、候補 RP、または Auto-RPの各メッセージが送
switch(config-if)# ip pim border

受信されないようにします。デフォルトではディ

セーブルになっています。

match ip addressコマンドを使用し、ルートマップ
ポリシーに基づいてどの PIMネイバーと隣接関係

（任意） ip pim neighbor-policy policy name

例：

ステップ 15

になるかを構成します。ポリシー名の文字数は最大
switch(config-if)# ip pim neighbor-policy
my_neighbor_policy 63文字です。デフォルトでは、すべての PIMネイ

バーと隣接関係が確立されます。

（注）

この機能の設定は、経験を積んだネットワーク管

理者が行うことを推奨します。

PIMインターフェイスの情報を表示します。（任意） show ip pim interface [interface | brief] [vrf
vrf-name | all]

ステップ 16

例：

switch(config-if)# show ip pim interface

PIMの構成
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目的コマンドまたはアクション

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 17

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

ASMを構成
AnySourceMulticast（ASM）は、マルチキャストデータの送信元と受信者の間に、共通のルー
トとして動作する RP使用の設定が必要なマルチキャスト配信モードです。

ASMまたはモードを構成するには、スパースモードおよび RPの選択方式を設定します。RP
の選択方式では、配信モードを指定して、マルチキャストグループの範囲を割り当てます。

静的 RPの設定

RPを静的に設定するには、PIMドメインに参加するルータのそれぞれにRPアドレスを設定し
ます。

match ip multicastコマンドとともに使用するグループプレフィックスにリスト化されるルー
トマップポリシー名を指定できます。

RPアドレスは、ループバックインターフェイスを使用することを推奨します。（注）

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、およびPIMがイネーブルになっ
ていることを確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

マルチキャストグループ範囲に、PIMスタティック
RPアドレスを設定します。match ip multicastコマ

ip pim rp-address rp-address [group-list ip-prefix |
route-map policy-name]

例：

ステップ 2

ンドとともに使用するグループプレフィックスにリ

スト化されるルートマップポリシー名を指定できまswitch(config)# ip pim rp-address 192.0.2.33
group-list 224.0.0.0/9 す。デフォルトモードは ASMです。デフォルトの

グループ範囲は 224.0.0.0～ 239.255.255.255です。

PIMの構成
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目的コマンドまたはアクション

この例では、指定したグループ範囲にPIMASMモー
ドを設定しています。

PIMモードとグループ範囲を表示します。（任意） show ip pim group-range [ip-prefix | vrf
vrf-name | all]

ステップ 3

例：

switch(config)#show ip pim group-range

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config

BSRの設定

BSRを設定するには、候補 BSRおよび候補 RPを選択します。

同じネットワーク内では、Auto-RPプロトコルとBSRプロトコルを同時に構成しないことをお
勧めします。

（注）

候補 BSRの構成では、引数を指定できます（次の表を参照）。

表 3 :候補 BSRの引数

説明引数

ブートストラップメッセージで使用する、BSR送信元 IPアドレスを取得するた
めのインターフェイスタイプおよび番号。

interface

ハッシュ長は、マスクを適用するために使用される上位桁の 1の個数です。マ
スクでは、候補 RPのグループアドレス範囲の論理積をとることにより、ハッ
シュ値を算出します。マスクは、グループ範囲が等しい一連のRPに割り当てら
れる連続アドレスの個数を決定します。PIMの場合、この値の範囲は 0～ 32で
あり、デフォルト値は 30秒です。

hash-length

現在の BSRに割り当てられたプライオリティ。ソフトウェアにより、プライオ
リティが最も高いBSRが選定されます。BSRプライオリティが等しい場合は、
IPアドレスが最上位のBSRが選定されます。この値の範囲は0（プライオリティ
が最小）～ 255であり、デフォルト値は 64です。

priority

候補 RPを表 4で説明されている引数とキーワードで構成できます。

PIMの構成
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表 4 : BSR候補 RPの引数およびキーワード

説明引数またはキーワード

ブートストラップメッセージで使用する、BSR送信元 IPアドレスを取得す
るためのインターフェイスタイプおよび番号。

interface

プレフィックス形式で指定された、このRPによって処理されるマルチキャ
ストグループ。

group-list ip-prefix

候補RPメッセージの送信間隔（秒）。この値の範囲は 1～ 65,535であり、
デフォルト値は 60秒です。

（注）

候補 RPインターバルは 15秒以上に設定することを推奨します。

interval

現在のRPに割り当てられたプライオリティ。ソフトウェアにより、グルー
プ範囲内で優先度が最も高いRPが選定されます。優先度が等しい場合は、
IPアドレスが最上位のRPが選定されます。（最も高い優先度は最も低い数
値です。）この値の範囲は 0（優先度が最大）～ 255であり、デフォルト値
は 192です。

（注）

この優先度は BSRの BSR候補の優先度とは異なります。BSR候補の優先
度は 0～ 255の間で、大きい値ほど優先度が高くなります。

priority

候補 BSRおよび候補 RPは、PIMドメインのすべての箇所と適切に接続されている必要があ
ります。

ヒント

BSRおよび候補 RPには同じルータを指定できます。多数のルータが設置されたドメインで
は、複数の候補 BSRおよび候補 RPを選択することにより、BSRまたは RPに障害が発生した
場合に、自動的に代替 BSRまたは代替 RPへとフェールオーバーすることができます。

候補 BSRおよび候補 RPを設定する手順は、次のとおりです。

1. PIMドメインの各ルータでBSRメッセージの受信と転送を行うかどうかを設定します。候
補 RPまたは候補 BSRとして設定されたルータは、インターフェイスにドメイン境界機能
が設定されていない場合、すべての BSRプロトコルメッセージの受信と転送を自動的に
実行します。詳細については、「PIMスパースモードの構成」セクションを参照してくだ
さい。

2. 候補 BSRおよび候補 RPとして動作するルータを選択します。

3. 後述の手順に従い、候補 BSRおよび候補 RPをそれぞれ設定します。

4. BSRメッセージフィルタリングを設定します。「メッセージフィルタリングの構成」セ
クションを参照してください。
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BSRの設定

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、およびPIMがイネーブルになっ
ていることを確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

候補ブートストラップルータ（BSP）を設定しま
す。ブートストラップメッセージで使用される送信

ip pim [bsr] bsr-candidate interface [hash-len
hash-length] [priority priority]

例：

ステップ 2

元 IPアドレスは、インターフェイスの IPアドレス
です。ハッシュ長は 0～ 32であり、デフォルト値switch(config)# ip pim bsr-candidate ethernet 2/1

hash-len 24 は 30です。プライオリティは 0～ 255であり、デ
フォルト値は 64です。パラメータの詳細について
は、テーブル 10を参照してください。

BSRの候補 RPを設定します。プライオリティは 0
（プライオリティが最大）～65,535であり、デフォ

ip pim [bsr] rp-candidate interface group-list ip-prefix
route-map policy-name priority priority interval interval

例：

ステップ 3

ルト値は 192です。インターバルは 1～ 65,535秒で
あり、デフォルト値は 60秒です。switch(config)# ip pim rp-candidate ethernet 2/1

group-list 239.0.0.0/24
（注）

候補 RPインターバルは 15秒以上に設定すること
を推奨します。

この例では、ASMの候補 RPを設定しています。

PIMモードとグループ範囲を表示します。（任意） show ip pim group-range [ip-prefix ] [ vrf
vrf-name | all]

ステップ 4

例：

switch(config)# show ip pim group-range

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config)# copy running-config startup-config
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Auto-RPの設定

Auto-RPを設定するには、候補マッピングエージェントおよび候補 RPを選択します。マッピ
ングエージェントおよび候補 RPには同じルータを指定できます。

同じネットワーク内では、Auto-RPプロトコルと BSRプロトコルを同時に設定できません。注意

Auto-RPマッピングエージェントの設定では、引数を指定できます。次の表を参照してくださ
い。

表 5 : Auto-RPマッピングエージェントの引数

説明引数

ブートストラップメッセージで使用する、Auto-RPマッピングエージェントの
IPアドレスを取得するためのインターフェイスタイプおよび番号。

interface

RP-Discoveryメッセージが転送される最大ホップ数を表す存続可能時間（TTL）
値。この値の範囲は 1～ 255であり、デフォルト値は 32です。

（注）

「PIMスパースモードの構成」セクションの境界ドメイン機能を参照してくだ
さい。

scope ttl

複数の Auto-RPマッピングエージェントを設定した場合、1つだけがドメインのマッピング
エージェントとして選定されます。選定されたマッピングエージェントは、すべての候補 RP
メッセージを配信します。すべてのマッピングエージェントが配信された候補RPメッセージ
を受信し、受信した RPキャッシュを、RP-Discoveryメッセージの一部としてアドバタイズし
ます。

候補 RPの構成では、引数およびキーワードを指定できます（次の表を参照）。

表 6 : Auto-RP候補 RPの引数とキーワード

説明引数またはキーワード

ブートストラップメッセージで使用する、候補 RPの IPアドレス
を取得するためのインターフェイスタイプおよび番号。

interface

現在のRPで処理されるマルチキャストグループ。プレフィックス
形式で指定します。

group-list ip-prefix

PIMの構成
20

PIMの構成

Auto-RPの設定



説明引数またはキーワード

RP-Discoveryメッセージが転送される最大ホップ数を表す存続可能
時間（TTL）値。この値の範囲は 1～ 255であり、デフォルト値は
32です。

（注）

「PIMスパースモードの構成」セクションの境界ドメイン機能を
参照してください。

scope ttl

RP-Announceメッセージの送信間隔（秒）。この値の範囲は 1～
65,535であり、デフォルト値は 60です。

（注）

候補 RPインターバルは 15秒以上に設定することを推奨します。

interval

マッピングエージェントおよび候補RPは、PIMドメインのすべての箇所と適切に接続されて
いる必要があります。

ヒント

Auto-RPマッピングエージェントおよび候補 RPを設定する手順は、次のとおりです。

1. PIMドメインの各ルータで、Auto-RPメッセージの受信と転送を行うかどうかを設定しま
す。候補 RPまたは Auto-RPマッピングエージェントとして設定されたルータは、イン
ターフェイスにドメイン境界機能が設定されていない場合、すべてのAuto-RPプロトコル
メッセージの受信と転送を自動的に実行します。詳細については、「PIMスパースモード
の構成」セクションを参照してください。

2. マッピングエージェントおよび候補 RPとして動作するルータを選択します。

3. 後述の手順に従い、マッピングエージェントおよび候補 RPをそれぞれ設定します。

4. Auto-RPメッセージフィルタリングを設定します。「メッセージフィルタリングの構成」
セクションを参照してください。

Auto RPの構成

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、およびPIMがイネーブルになっ
ていることを確認してください。
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手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

Auto-RPマッピングエージェントを設定します。
Auto-RPDiscoveryメッセージで使用される送信元 IP

ip pim {send-rp-discovery | auto-rp mapping-agent}
interface [scope ttl]

例：

ステップ 2

アドレスは、インターフェイスの IPアドレスです。
デフォルトスコープは 32です。パラメータの詳細switch(config)# ip pim auto-rp mapping-agent

ethernet 2/1 については、「自動RPマッピングエージェントの
引数」の表を参照してください。

Auto-RPの候補RPを設定します。デフォルトスコー
プは 32です。デフォルトインターバルは 60秒で

ip pim {send-rp-announce | {auto-rp rp-candidate}}
interface group-list ip-prefix [scope ttl] [interval interval]
[bidir]

ステップ 3

す。デフォルトでは、ASMの候補RPが作成されま
例： す。パラメータの詳細については、「自動RP候補

RPの引数とキーワード」の表を参照してください。switch(config)# ip pim auto-rp rp-candidate
ethernet 2/1 group-list 239.0.0.0/24

（注）

候補 RPインターバルは 15秒以上に設定すること
を推奨します。

この例では、ASMの候補 RPを構成しています。

PIMモードとグループ範囲を表示します。（任意） show ip pim group-range [ip-prefix | vrf
vrf-name | all]

ステップ 4

例：

switch(config)# show ip pim group-range

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config)# copy running-config startup-config

PIMエニーキャスト RPセットの設定（PIM）

PIM Anycast-RPセットを設定する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 PIMエニーキャスト RPセット内のルータを選択します。

ステップ 2 PIMエニーキャスト RPセットの IPアドレスを選択します。

ステップ 3このセクションの説明に従って、PIMエニーキャスト RPセット内の各ピア RPお
よびローカルアドレスを構成します。

PIMの構成
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始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、およびPIMがイネーブルになっ
ていることを確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイスループバックを設定します。interface loopback number

例：

ステップ 2

この例では、インターフェイスループバックを 0に
設定しています。switch(config)# interface loopback 0

switch(config-if)#

このインターフェイスの IPアドレスを設定します。ip address ip-prefix

例：

ステップ 3

この例では、Anycast-RPの IPアドレスを設定して
います。switch(config-if)# ip address 192.168.1.1/32

現在のインターフェイスで PIMスパースモードを
イネーブルにします。デフォルトではディセーブル

になっています。

ip pim sparse-mode

例：

switch(config-if)# ip pim sparse-mode

ステップ 4

コンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

ステップ 5

switch(config)# exit

指定した Anycast-RPアドレスに対応する PIM
Anycast-RPピアアドレスを設定します。各コマンド

ip pim anycast-rp anycast-rp-address
anycast-rp-peer-address

例：

ステップ 6

で同じAnycast-RPアドレスを指定して実行すると、
Anycast-RPセットが作成されます。RPの IPアドレ
スは、同一セット内のRPとの通信に使用されます。

switch(config)# ip pim anycast-rp 192.0.2.3
192.0.2.31

switch(config)# ip pim anycast-rp 192.0.2.3
192.0.2.32 この例は、192.0.2.31と 192.0.2.32のAnycast-RPセッ

トを示しており、ネットワークで使用される

Anycast-RPは 192.0.2.3になります。

—Anycast-RPセットに属する各ピア RPで、同じ
Anycast-RPアドレスを使用してステップ 6を繰り返
します。

ステップ 7

PIMモードとグループ範囲を表示します。show ip pim group-range [ ip-prefix ] [ vrf { vrf-name |
all }]

ステップ 8
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目的コマンドまたはアクション

設定変更を保存します。copy running-config startup-config

例：

ステップ 9

switch(config)# copy running-config startup-config

ASM専用の共有ツリーの設定

共有ツリーを構成できるのは、AnySourceMulticast（ASM）グループの最終ホップルータだけ
です。この場合、新たな受信者がアクティブグループに加入した場合、このルータでは共有ツ

リーから SPTへのスイッチオーバーは実行されません。match ip[v6] multicastコマンドを使用
して、共有ツリーの使用を強制するグループ範囲を指定できます。このオプションは、送信元

ツリーに対する Join/Pruneメッセージを受信した場合の、ルータの標準動作には影響を与えま
せん。

デフォルトではこの機能がディセーブルになっているため、ソフトウェアは送信元ツリーへの

スイッチオーバーを行います。

ASMモードでは、最終ホップルータだけが共有ツリーから SPTに切り替わります。（注）

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、およびPIMがイネーブルになっ
ていることを確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

共有ツリーだけを構築します。共有ツリーから SPT
へのスイッチオーバーは実行されません。match ip

ip pim use-shared-tree-only group-list policy-name

例：

ステップ 2

multicastコマンドで、使用するグループを示すルー
switch(config)# ip pim use-shared-tree-only
group-list my_group_policy トマップポリシー名を指定します。デフォルトで

は、送信元に対する (*, G)ステートのマルチキャス
トパケットを受信すると、ソフトウェアは PIM (S,
G) Joinメッセージを送信元方向に発信します。

PIMモードとグループ範囲を表示します。（任意） show ip pim group-range [ip-prefix | vrf
vrf-name | all]

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

例：

switch(config)# show ip pim group-range

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

マルチキャストルーティングテーブルの最大エントリ数の設定

マルチキャストルーティングテーブル（MRT）の最大エントリ数を設定できます。

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、およびPIMがイネーブルになっ
ていることを確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

マルチキャストルーティングテーブルの最大エン

トリ数を設定します。

hardware profile multicast max-limit max-entries

例：

ステップ 2

マルチキャストルーティングテーブルの最大エン

トリ数の範囲は 0～ 8000です。
switch(config)# hardware profile multicast
max-limit 3000

マルチキャストルーティングテーブル制限の情報

を表示します。

（任意） show hardware profile status

例：

ステップ 3

switch(config)# show hardware profile status

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config
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SSM（PIM）の設定
Source-Specific Multicast（SSM）は、マルチキャスト送信元にデータを要求する受信者に対し
て、接続された DR上のソフトウェアが対象の送信元への最短パスツリー（SPT）を構築する
マルチキャスト配信モードです。

IPv4ネットワーク上のホストから、送信元を特定してマルチキャストデータを要求するには、
このホストおよびこのホストの DRで、IGMPv3が実行されている必要があります。SSMモー
ドでインターフェイスに PIMを設定する場合は、IGMPv3をイネーブルにするのが一般的で
す。IGMPv1または IGMPv2が実行されているホストでは、SSM変換を使用して、グループと
送信元のマッピング設定を行うことができます。詳細については、「IGMPの設定」を参照し
てください。

コマンドラインで値を指定して、SSMで使用されるグループ範囲を構成できます。デフォル
トでは、PIMに対する SSMグループ範囲は 232.0.0.0/8です。

match ip multicastコマンドとともに使用するグループプレフィックスにリスト化されるルー
トマップポリシー名を指定できます。

デフォルトの SSMグループ範囲を使用する場合は、SSMグループ範囲の設定は不要です。（注）

始める前に

LAN Base Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブル化さ
れていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

次のオプションを使用できます。[no] ip pim ssm {prefix-list name | range {ip-prefix |
none} | route-map policy-name}

ステップ 2

• prefix-list：SSM範囲のプレフィックスリスト
ポリシー名を指定します。例：

switch(config)# ip pim ssm range 239.128.1.0/24
• range：SSMのグループ範囲を設定します。デ
フォルトの範囲は 232.0.0.0/8です。キーワード例：

switch(config)# no ip pim ssm range none noneを指定すると、すべてのグループ範囲が削
除されます。
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目的コマンドまたはアクション

• route-map：match ip multicastコマンドで、使
用するグループプレフィックスを示すルート

マップポリシー名を指定できます。

noオプションを指定すると、SSM範囲から指定の
プレフィックスが削除されるか、プレフィックスリ

ストまたはルートマップポリシーが削除されます。

キーワード noneを指定すると、noコマンドは SSM
範囲をデフォルト値の 232.0.0.0/8にリセットしま
す。

（注）

prefix-list、range、または route-mapコマンドを使用
して、SSMマルチキャストに最大 4つの範囲を設
定できます。

PIMモードとグループ範囲を表示します。（任意） show ip pim group-range [ip-prefix | vrf
vrf-name]

ステップ 3

例：

switch(config)# show ip pim group-range

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config

vPCを介した PIM SSMの設定
vPC上での PIM SSMが、SSM範囲内で vPCピア上での IGMPv3 Joinと PIM S,G Joinをサポー
トするように設定します。この設定は、レイヤ 2またはレイヤ 3ドメインの孤立した送信元ま
たは受信者に対してサポートされています。

(S,G)エントリには、ソースへのインターフェイスとして RPFがあり、MRIBでは *,G状態が
維持されません。

始める前に

PIMおよび vPC機能が有効なことを確認します。

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、およびPIMがイネーブルになっ
ていることを確認してください。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新しい VRFを作成し、VRF設定モードを開始しま
す。32文字以内の英数字のストリング（大文字と小
文字を区別）で指定します。

vrf context name

例：

switch(config)# vrf context Enterprise
switch(config-vrf)#

ステップ 2

次のオプションを使用できます。（任意） [ no] ip pim ssm { prefix-list name | range {
ip-prefix | none} | route-map policy-name}

ステップ 3

• prefix-list：SSM範囲のプレフィックスリスト
ポリシー名を指定します。例：

switch(config-vrf)# ip pim ssm range
234.0.0.0/24 • range：SSMのグループ範囲を設定します。デ

フォルトの範囲は 232.0.0.0/8です。キーワード
noneを指定すると、すべてのグループ範囲が削
除されます。

• route-map：match ip multicastコマンドで、使用
するグループプレフィックスを示すルートマッ

プポリシー名を指定できます。

デフォルト範囲は、次のコマンドを使用してオー

バーライドできます。この例のコマンドは、デフォ

ルトの範囲を234.0.0.0/24にオーバーライドします。

noオプションを指定すると、SSM範囲から指定の
プレフィックスが削除されるか、プレフィックスリ

ストまたはルートマップポリシーが削除されます。

キーワード noneを指定すると、noコマンドは SSM
範囲をデフォルト値の 232.0.0.0/8にリセットしま
す。

PIMモードとグループ範囲を表示します。（任意） show ip pim group-range [ ip-prefix ] [ vrf {
vrf-name | all }]

ステップ 4

例：

switch(config)# show ip pim group-range

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config)# copy running-config startup-config
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マルチキャスト用 RPFルートの設定
ユニキャストトラフィックパスを分岐させてマルチキャストデータを配信するには、マルチ

キャスト用 RPFルートを定義します。境界ルータにマルチキャスト用 RPFルートを定義する
と、外部ネットワークへの Reverse Path Forwarding（RPF）がイネーブルになります。

マルチキャストルートはトラフィック転送に直接使用されるわけではなく、RPFチェックの
ために使用されます。マルチキャスト用 RPFルートは再配布できません。マルチキャスト転
送に関する詳細は、「マルチキャスト転送」セクションを参照してください。

始める前に

LAN Base Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブル化さ
れていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

RPF計算で使用するマルチキャスト用RPFルートを
設定します。ルートプリファレンスは 1～ 255で
す。デフォルトのプリファレンスは 1です。

ip mroute {ip-addr mask | ip-prefix} {next-hop | nh-prefix
|} [route-preference] [vrf vrf-name]

例：

ステップ 2

switch(config)# ip mroute 192.0.2.33/24 192.0.2.1

設定されているスタティックルートを表示します。（任意） show ip static-route [ vrf vrf-name]

例：

ステップ 3

switch(config)# show ip static-route

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-configステップ 4

マルチキャストマルチパスの無効化

デフォルトでは、使用可能な複数の ECMPパスがある場合、マルチキャストの RPFインター
フェイスが自動的に選択されます。自動選択を無効にすると、マルチキャスト用に単一のRPF
インターフェイスを指定できます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

マルチキャストマルチパスの無効化ip multicast multipath none

例：

ステップ 2

switch(config)# ip multicast multipath none

マルチパスルートをクリアし、マルチキャストマ

ルチパス抑制をアクティブにします。

clear ip mroute * vrf all

例：

ステップ 3

switch(config)# clear ip mroute * vrf all

RP情報配信を制御するルートマップの設定
ルートマップは、一部のRP設定のミスや悪意のある攻撃に対する保護機能を提供します。こ
のセクションで説明されているコマンドのルートマップを使用します。

ルートマップを設定すると、ネットワーク全体についてRP情報の配信を制御できます。各ク
ライアントルータで発信元の BSRまたはマッピングエージェントを指定したり、各 BSRお
よびマッピングエージェントで、アドバタイズされる（発信元の）候補RPのリストを指定し
たりできるため、目的の情報だけが配信されるようになります。

match ipv6 multicastコマンドのみがルートマップで効果があります。（注）

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIM6がイネーブルに
なっていることを確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

ルートマップコンフィギュレーションモードを開

始します。構成方法はpermitキーワードを使用しま
す。

route-map map-name [permit | deny] [sequence-number]

例：

switch(config)# route-map ASM_only permit 10
switch(config-route-map)#

ステップ 2

指定したグループ、RP、およびRPタイプを関連付
けます。ユーザはRPのタイプ（ASMまたはBidir）

match ip multicast {rp ip-address [rp-type rp-type]
[group ip-prefix]} | {group ip-prefix rp ip-address
[rp-type rp-type]}

ステップ 3

を指定できます。例で示すとおり、このコンフィ

例： ギュレーションモードでは、グループおよび RPを
指定する必要があります。switch(config)# match ip multicast group

224.0.0.0/4 rp 0.0.0.0/0 rp-type ASM

設定済みのルートマップを表示します。（任意） show route-map

例：

ステップ 4

switch(config-route-map)# show route-map

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config-route-map)# copy running-config
startup-config

メッセージフィルタリングの設定

次の表に、PIMおよび PIM6でのメッセージフィルタ処理の構成方法を示します。

表 7 : PIMおよび PIM6でのメッセージフィルタリング

説明メッセージの種類

スイッチに対しグローバル

PIM登録メッセージをルートマップポリシーに基づいてフィルタリ
ングできるようにし、この match ip multicastコマンドでグループま
たはグループと送信元アドレスを指定できます。このポリシーは、RP
として動作するルータに適用されます。デフォルトではこの機能が

ディセーブルになっているため、PIM Registerメッセージのフィルタ
リングは行われません。

PIM Registerポリシー

ルートマップポリシーに基づく、BSR候補RPメッセージのフィルタ
リングを有効にします。match ip multicast コマンドで、RP、グルー
プアドレス、およびタイプ（ASM）を指定できます。このコマンド
は、BSRの選定対象のルータで使用できます。デフォルトでは、BSR
メッセージはフィルタリングされません。

BSR候補 RPポリシー
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説明メッセージの種類

ルートマップポリシーに基づく、BSRクライアントルータによる
BSRメッセージのフィルタリングをイネーブルにします。match ip
multicastコマンドで、BSR送信元アドレスを指定できます。このコ
マンドは、BSRメッセージを受信するクライアントルータで使用で
きます。デフォルトでは、BSRメッセージはフィルタリングされませ
ん。

BSRポリシー

ルートマップポリシーに基づいた Auto-RPマッピングエージェント
で Auto-RP通知メッセージをフィルタリングできるようにし、match
ip multicastコマンドで RPアドレスとグループアドレスおよびタイ
プ ASMを指定できるようにします。このコマンドは、マッピング
エージェントで使用できます。デフォルトでは、Auto-RPメッセージ
はフィルタリングされません。

Auto-RP候補 RPポリ
シー

ルートマップポリシーに基づく、クライアントルータによるAuto-RP
Discoveryメッセージのフィルタリングをイネーブルにします。match
ip multicastコマンドで、マッピングエージェント送信元アドレスを
指定できます。このコマンドは、Discoveryメッセージを受信するク
ライアントルータで使用できます。デフォルトでは、Auto-RPメッ
セージはフィルタリングされません。

Auto-RPマッピング
エージェントポリシー

スイッチインターフェイスごと

ルートマップポリシーに基づく、Join/Pruneメッセージのフィルタリ
ングをイネーブルにします。match ip[v6] multicastコマンドで、グ
ループ、グループと送信元、またはグループと RPアドレスを指定で
きます。デフォルトでは、Join/Pruneメッセージはフィルタリングさ
れません。

Join/Pruneポリシー

マルチキャストルートマップの構成に関する詳細は、「RP情報配信を制御するためのルート
マップの構成」セクションを参照してください。

メッセージフィルタリングの設定

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、およびPIMがイネーブルになっ
ていることを確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

switch# configure terminal
switch(config)#

ルートマップポリシーに基づく、PIMRegisterメッ
セージのフィルタリングをイネーブルにします。

（任意） ip pim register-policy policy-name

例：

ステップ 2

match ip multicastコマンドを使用して、グループ
switch(config)# ip pim register-policy
my_register_policy またはグループおよび送信元アドレスを指定できま

す。

ルートマップポリシーに基づく、BSR候補RPメッ
セージのフィルタリングを有効にします。match ip

（任意） ip pim bsr rp-candidate-policy policy-name

例：

ステップ 3

multicastコマンドで、RP、グループアドレス、お
switch(config)# ip pim bsr rp-candidate-policy
my_bsr_rp_candidate_policy よびタイプ（ASM）を指定できます。このコマン

ドは、BSRの選定対象のルータで使用できます。
デフォルトでは、BSRメッセージはフィルタリン
グされません。

ルートマップポリシーに基づく、BSRクライアン
トルータによる BSRメッセージのフィルタリング

（任意） ip pim bsr bsr-policy policy-name

例：

ステップ 4

をイネーブルにします。match ip multicastコマン
switch(config)# ip pim bsr bsr-policy
my_bsr_policy ドで、BSR送信元アドレスを指定できます。この

コマンドは、BSRメッセージを受信するクライア
ントルータで使用できます。デフォルトでは、BSR
メッセージはフィルタリングされません。

ルートマップポリシーに基づいた Auto-RPマッピ
ングエージェントでAuto-RP通知メッセージをフィ

（任意） ip pim auto-rp rp-candidate-policy
policy-name

例：

ステップ 5

ルタリングできるようにし、match ip multicastコ
マンドでRPアドレスとグループアドレスを指定で

switch(config)# ip pim auto-rp
rp-candidate-policy my_auto_rp_candidate_policy きるようにします。このコマンドは、マッピング

エージェントで使用できます。デフォルトでは、

Auto-RPメッセージはフィルタリングされません。

ルートマップポリシーに基づく、クライアントルー

タによる Auto-RP Discoveryメッセージのフィルタ
（任意） ip pim auto-rp mapping-agent-policy
policy-name

例：

ステップ 6

リングをイネーブルにします。match ip multicast
コマンドで、マッピングエージェント送信元アドswitch(config)# ip pim auto-rp

mapping-agent-policy my_auto_rp_mapping_policy レスを指定できます。このコマンドは、Discovery
メッセージを受信するクライアントルータで使用

できます。デフォルトでは、Auto-RPメッセージは
フィルタリングされません。

指定したインターフェイスでインターフェイスモー

ドを開始します。

interface interface

例：

ステップ 7

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#
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目的コマンドまたはアクション

そのインターフェイスを、レイヤ 3ルーテッドイ
ンターフェイスとして設定します。

no switchport

例：

ステップ 8

switch(config-if)# no switchport

ルートマップポリシーに基づく、Join/Pruneメッ
セージのフィルタリングを有効にします。 match

（任意） ip pim jp-policy policy-name [in | out]

例：

ステップ 9

ip multicastコマンドで、グループ、グループと送
switch(config-if)# ip pim jp-policy my_jp_policy

信元、またはグループとRPアドレスを指定できま
す。デフォルトでは、Join/Pruneメッセージはフィ
ルタリングされません。

このコマンドは、送信および着信の両方向のメッ

セージをフィルタリングします。

PIM構成コマンドを表示します。（任意） show run pim

例：

ステップ 10

switch(config-if)# show run pim

設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 11

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

ルートのフラッシュ

フラッシュされたルートは、Multicast Routing Information Base（MRIB）およびMulticast
Forwarding Information Base（MFIB）から削除されます。

PIMを再起動すると、次の処理が実行されます：

• PIMデータベースが削除されます。

• MRIBおよびMFIBは影響を受けず、トラフィックは引き続き転送されます。

•マルチキャストルートの所有権がMRIB経由で検証されます。

•ネイバーから定期的に送信される PIM Joinメッセージおよび Pruneメッセージを使用し
て、データベースにデータが再度読み込まれます。

始める前に

LAN Base Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブル化さ
れていることを確認します。

PIMの構成
34

PIMの構成

ルートのフラッシュ



手順

目的コマンドまたはアクション

PIMプロセスを再起動します。restart pim

例：

ステップ 1

switch# restart pim

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 2

switch# configure terminal
switch(config)#

PIMプロセスの再起動時に、ルートを削除します。
デフォルトでは、ルートはフラッシュされません。

ip pim flush-routes

例：

ステップ 3

switch(config)# ip pim flush-routes

flush-routesコマンドを含む、PIM実行コンフィギュ
レーション情報を示します。

show running-configuration pim

例：

ステップ 4

switch(config)# show running-configuration pim

設定変更を保存します。copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config)# copy running-config startup-config

PIM設定の確認
PIMの設定情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

目的コマンド

IPマルチキャストルーティングテーブルを表示しま
す。

show ip mroute { source | group [ source
]} [ vrf vrf-name | all ]

学習済みまたは設定済みのグループ範囲およびモード

を表示します。同様の情報については、show ip pim
rpコマンドを参照してください。

show ip pim group-range [ vrf vrf-name
| all ]

情報をインターフェイス別に表示します。show ip pim interface [ interface | brief ]
[ vrf vrf-name | all ]

ネイバーをインターフェイス別に表示します。show ip pim neighbor [ vrf vrf-name | all
]

OIFリスト内のすべてのインターフェイスを表示しま
す。

show ip pim oif-list group [ source ] [ vrf
vrf-name | all ]
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目的コマンド

マルチキャストルート（S、G）の PIM加入を受信し
たインターフェイスなど、各マルチキャストルート

の情報を表示します。

show ip pim route {source group | group
[ source ]} [ vrf vrf-name | all ]

ソフトウェアの既知のランデブーポイント（RP）お
よびその学習方法と、それらのグループ範囲を表示し

ます。同様の情報については、showippimgroup-range
コマンドを参照してください。

show ip pim rp [ vrf vrf-name | all ]

ブートストラップルータ（BSP）RPハッシュ情報を
表示します。

show ip pim rp-hash [ vrf vrf-name | all
]

実行コンフィギュレーション情報を表示します。show running-configuration pim

実行コンフィギュレーション情報を表示します。show startup-configuration pim

各 VRFの情報を表示します。show ip pim vrf [ vrf-name | all ] [ detail
]

これらのコマンドからの出力のフィールドに関する詳細は、『Cisco Nexus 3000シリーズコマ
ンドリファレンス』を参照してください。

統計の表示
次に、PIMの統計情報を、表示およびクリアするコマンドについて説明します。

PIM統計情報の表示
下のテーブルにリスト化されているコマンドを使用して、PIM統計とメモリを表示できます。
PIMに show ip形式のコマンドを使用します。

表 8 : PIM統計情報コマンド

説明コマンド

Register、RP、および Join/Pruneメッセージの
ポリシーについて、ポリシー統計情報を表示し

ます。

show ip pim policy statistics

PIM統計情報のクリア
次の表に一覧になっているコマンドを使用して、PIM統計情報をクリアできます。
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表 9 :統計情報をクリアする PIMコマンド

説明コマンド

指定したインターフェイスのカウンタをクリア

します。

clear ippim interface statistics interface

Register、RP、および Join/Pruneメッセージの
ポリシーについて、ポリシーカウンタをクリア

します。

clear ip pim policy statistics

PIMプロセスで使用されるグローバルカウンタ
をクリアします。

clear ip pim statistics [vrf vrf-name | all]

PIMの設定例
ここでは、さまざまなデータ配信モードおよび RP選択方式を使用し、PIMを設定する方法に
ついて説明します。

SSMの構成例
SSMモードで PIMを設定するには、PIMドメイン内の各ルータで、次の手順を実行します。

1. 手順 1：ドメインに参加させるインターフェイスで PIMスパースモードパラメータを構
成します。すべてのインターフェイスで PIMをイネーブルにすることを推奨します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# ip pim sparse-mode

2. ステップ 2：SSMをサポートする IGMPのパラメータを構成します。「IGMPの設定」を
参照してください。通常は、SSMをサポートするために、PIMインターフェイスに IGMPv3
を設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# ip igmp version 3

3. ステップ 3：デフォルト範囲を使用しない場合は、SSM範囲を構成します。
switch# configure terminal
switch(config)# ip pim ssm range 239.128.1.0/24

4. ステップ 4：メッセージフィルタ処理を構成します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip pim log-neighbor-changes

次に、SSMモードで PIMを構成する方法の例を示します。
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configure terminal
interface ethernet 2/1
no switchport
ip pim sparse-mode
ip igmp version 3
exit
ip pim ssm range 239.128.1.0/24
ip pim log-neighbor-changes

vPCを介した PIM SSMの構成例
この例は、デフォルトの SSM範囲である 232.0.0.0/8～ 225.1.1.1/32をオーバーライドする方法
を示しています。vPCを介したPIMSSMをサポートするために特別な構成は必要ありません。
デフォルトの SSMを別の範囲（225.1.1.1など）に変更する場合は、次の例でその方法を示し
ます。

switch# configure terminal
switch(config)# vrf context Enterprise
switch(config-vrf)# ip pim ssm range 225.1.1.1/32
switch(config-vrf)# show ip pim group-range
PIM Group-Range Configuration for VRF "default"
Group-range Action Mode RP-address Shrd-tree-range Origin
225.1.1.1/32 Accept SSM - - Local

switch1# show vpc (primary vPC) --> Shows vPC-related information. Legend:
(*) - local vPC is down, forwarding via vPC peer-link
vPC domain id: 10
Peer status: peer adjacency formed ok
vPC keep-alive status: peer is alive
Configuration consistency status: success
Per-vlan consistency status: success
Type-2 consistency status: success
vPC role: primary
Number of vPCs configured: 2
Peer Gateway: Disabled
Dual-active excluded VLANs: -
Graceful Consistency Check: Enabled
Auto-recovery status: Disabled
Delay-restore status: Timer is off.(timeout = 30s)
Delay-restore SVI status: Timer is off.(timeout = 10s)

vPC Peer-link status
---------------------------------------------------------------------
id Port Status Active vlans
-- ---- ------ --------------------------------------------------
1 Po1000 up 101-102

vPC status
----------------------------------------------------------------------
id Port Status Consistency Reason Active vlans
-- ---- ------ ----------- ------ ------------
1 Po1 up success success 102
2 Po2 up success success 101

switch2# show vpc (secondary vPC)
Legend:
(*) - local vPC is down, forwarding via vPC peer-link
vPC domain id: 10
Peer status: peer adjacency formed ok
vPC keep-alive status: peer is alive
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Configuration consistency status: success
Per-vlan consistency status: success
Type-2 consistency status: success
vPC role: primary
Number of vPCs configured: 2
Peer Gateway: Disabled
Dual-active excluded VLANs: -
Graceful Consistency Check: Enabled
Auto-recovery status: Disabled
Delay-restore status: Timer is off.(timeout = 30s)
Delay-restore SVI status: Timer is off.(timeout = 10s)

vPC Peer-link status
---------------------------------------------------------------------
id Port Status Active vlans
-- ---- ------ --------------------------------------------------
1 Po1000 up 101-102
vPC status
----------------------------------------------------------------------
id Port Status Consistency Reason Active vlans
-- ---- ------ ----------- ------ ------------
1 Po1 up success success 102
2 Po2 up success success 101

switch1# show ip igmp snooping group vlan 101 (primary vPC IGMP snooping states) -->
Shows if S,G v3 joins are received and on which VLAN. The same VLAN should be OIF in the
MRIB
output.
Type: S - Static, D - Dynamic, R - Router port, F - Fabricpath core port
Vlan Group Address Ver Type Port list
101 */* - R Eth9/5
101 225.1.1.1 v3
100.6.160.20 D Eth9/3

switch2# show ip igmp snooping group vlan 101 (secondary vPC IGMP snooping states)
Type: S - Static, D - Dynamic, R - Router port, F - Fabricpath core port

Vlan Group Address Ver Type Port list
101 */* - R Eth9/5
101 225.1.1.1 v3
100.6.160.20 D Eth9/3

switch1# show ip pim route (primary vPC PIM route) --> Shows the route information in
the PIM protocol.
PIM Routing Table for VRF "default" - 3 entries
(10.6.159.20/32, 225.1.1.1/32), expires 00:02:37
Incoming interface: Ethernet1/19, RPF nbr 10.6.159.20
Oif-list: (1) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Immediate-list: (1) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Sgr-prune-list: (0) 00000000
Timeout-interval: 2, JP-holdtime round-up: 3
(100.6.160.20/32, 225.1.1.1/32), expires 00:01:19
Incoming interface: Vlan102, RPF nbr 100.6.160.20
Oif-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Immediate-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Sgr-prune-list: (0) 00000000
Timeout-interval: 2, JP-holdtime round-up: 3
(*, 232.0.0.0/8), expires 00:01:19
Incoming interface: Null0, RPF nbr 0.0.0.0
Oif-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Immediate-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Sgr-prune-list: (0) 00000000
Timeout-interval: 2, JP-holdtime round-up: 3
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switch2# show ip pim route (secondary vPC PIM route)
PIM Routing Table for VRF "default" - 3 entries (10.6.159.20/32, 225.1.1.1/32), expires
00:02:51
Incoming interface: Vlan102, RPF nbr 100.6.160.100
Oif-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Immediate-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Sgr-prune-list: (0) 00000000
Timeout-interval: 3, JP-holdtime round-up: 3
(100.6.160.20/32, 225.1.1.1/32), expires 00:02:51
Incoming interface: Vlan102, RPF nbr 100.6.160.20
Oif-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Immediate-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000

PIM SSM Over vPC Configuration Example
Sgr-prune-list: (0) 00000000
Timeout-interval: 3, JP-holdtime round-up: 3
(*, 232.0.0.0/8), expires 00:02:51
Incoming interface: Null0, RPF nbr 0.0.0.0
Oif-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Immediate-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Sgr-prune-list: (0) 00000000
Timeout-interval: 3, JP-holdtime round-up: 3

switch2# show ip pim route (secondary vPC PIM route)
PIM Routing Table for VRF "default" - 3 entries
(10.6.159.20/32, 225.1.1.1/32), expires 00:02:29
Incoming interface: Vlan102, RPF nbr 100.6.160.100
Oif-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Immediate-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Sgr-prune-list: (0) 00000000
Timeout-interval: 3, JP-holdtime round-up: 3
(100.6.160.20/32, 225.1.1.1/32), expires 00:02:29
Incoming interface: Vlan102, RPF nbr 100.6.160.20
Oif-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Immediate-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Sgr-prune-list: (0) 00000000
Timeout-interval: 3, JP-holdtime round-up: 3
(*, 232.0.0.0/8), expires 00:02:29
Incoming interface: Null0, RPF nbr 0.0.0.0
Oif-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Immediate-list: (0) 00000000, timeout-list: (0) 00000000
Sgr-prune-list: (0) 00000000
Timeout-interval: 3, JP-holdtime round-up: 3

switch1# show ip mroute (primary vPC MRIB route) --> Shows the IP multicast routing
table.
IP Multicast Routing Table for VRF "default"
(10.6.159.20/32, 225.1.1.1/32), uptime: 03:16:40, pim ip
Incoming interface: Ethernet1/19, RPF nbr: 10.6.159.20
Outgoing interface list: (count: 1)
Vlan102, uptime: 03:16:40, pim
(100.6.160.20/32, 225.1.1.1/32), uptime: 03:48:57, igmp ip pim
Incoming interface: Vlan102, RPF nbr: 100.6.160.20
Outgoing interface list: (count: 1)
Vlan101, uptime: 03:48:57, igmp
(*, 232.0.0.0/8), uptime: 6d06h, pim ip
Incoming interface: Null, RPF nbr: 0.0.0.0
Outgoing interface list: (count: 0)

switch1# show ip mroute detail (primary vPC MRIB route) --> Shows if the (S,G) entries
have the RPF as the interface toward the source and no *,G states are maintained for the
SSM group range in the MRIB.
IP Multicast Routing Table for VRF "default"
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Total number of routes: 3
Total number of (*,G) routes: 0
Total number of (S,G) routes: 2
Total number of (*,G-prefix) routes: 1
(10.6.159.20/32, 225.1.1.1/32), uptime: 03:24:28, pim(1) ip(0)
Data Created: Yes
VPC Flags
RPF-Source Forwarder
Stats: 1/51 [Packets/Bytes], 0.000 bps
Stats: Inactive Flow
Incoming interface: Ethernet1/19, RPF nbr: 10.6.159.20
Outgoing interface list: (count: 1)
Vlan102, uptime: 03:24:28, pim
(100.6.160.20/32, 225.1.1.1/32), uptime: 03:56:45, igmp(1) ip(0) pim(0)
Data Created: Yes
VPC Flags
RPF-Source Forwarder
Stats: 1/51 [Packets/Bytes], 0.000 bps
Stats: Inactive Flow
Incoming interface: Vlan102, RPF nbr: 100.6.160.20
Outgoing interface list: (count: 1)
Vlan101, uptime: 03:56:45, igmp (vpc-svi)
(*, 232.0.0.0/8), uptime: 6d06h, pim(0) ip(0)
Data Created: No
Stats: 0/0 [Packets/Bytes], 0.000 bps
Stats: Inactive Flow
Incoming interface: Null, RPF nbr: 0.0.0.0
Outgoing interface list: (count: 0)

switch2# show ip mroute detail (secondary vPC MRIB route)
IP Multicast Routing Table for VRF "default"
Total number of routes: 3
Total number of (*,G) routes: 0
Total number of (S,G) routes: 2
Total number of (*,G-prefix) routes: 1
(10.6.159.20/32, 225.1.1.1/32), uptime: 03:26:24, igmp(1) pim(0) ip(0)
Data Created: Yes
Stats: 1/51 [Packets/Bytes], 0.000 bps
Stats: Inactive Flow
Incoming interface: Vlan102, RPF nbr: 100.6.160.100
Outgoing interface list: (count: 1)
Ethernet1/17, uptime: 03:26:24, igmp
(100.6.160.20/32, 225.1.1.1/32), uptime: 04:06:32, igmp(1) ip(0) pim(0)
Data Created: Yes
VPC Flags
RPF-Source Forwarder
Stats: 1/51 [Packets/Bytes], 0.000 bps
Stats: Inactive Flow
Incoming interface: Vlan102, RPF nbr: 100.6.160.20
Outgoing interface list: (count: 1)
Vlan101, uptime: 04:03:24, igmp (vpc-svi)
(*, 232.0.0.0/8), uptime: 6d06h, pim(0) ip(0)
Data Created: No
Stats: 0/0 [Packets/Bytes], 0.000 bps
Stats: Inactive Flow
Incoming interface: Null, RPF nbr: 0.0.0.0
Outgoing interface list: (count: 0)

BSRの設定例
BSRメカニズムを使用して ASMモードで PIMを設定するには、PIMドメイン内の各ルータ
で、次の手順を実行します。
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1. 手順 1：ドメインに参加させるインターフェイスで PIMスパースモードパラメータを構
成します。すべてのインターフェイスで PIMをイネーブルにすることを推奨します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# ip pim sparse-mode

2. 手順 2：ルータが BSRメッセージの受信と転送を行うかどうかを構成します。
switch# configure terminal
switch(config)# ip pim bsr forward listen

3. 手順 3：BSRとして動作させるルータのそれぞれに、BSRパラメータを構成します。
switch# configure terminal
switch(config)# ip pim bsr-candidate ethernet 2/1 hash-len 30

4. 手順 4：候補 RPとして動作させるルータのそれぞれに、RPパラメータを構成します。
switch# configure terminal
switch(config)# ip pim rp-candidate ethernet 2/1 group-list 239.0.0.0/24

5. ステップ 5：メッセージフィルタ処理を構成します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip pim log-neighbor-changes

6. ステップ 6：BSRの動作を確認します。
switch# show ip pim rp

次に、BSRメカニズムを使用して PIM ASMモードを設定し、同一のルータに BSRと
RPを設定する場合の例を示します。
configure terminal
interface ethernet 2/1
no switchport
ip pim sparse-mode
exit
ip pim bsr forward listen
ip pim bsr-candidate ethernet 2/1 hash-len 30
ip pim rp-candidate ethernet 2/1 group-list 239.0.0.0/24
ip pim log-neighbor-changes

PIM Anycast-RPの設定例
PIMエニーキャスト RP方式を使用して ASMモードを設定するには、PIMドメイン内のルー
タごとに、次の手順を実行します。

1. 手順 1：ドメインに参加させるインターフェイスで PIMスパースモードパラメータを構
成します。すべてのインターフェイスで PIMをイネーブルにすることを推奨します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# ip pim sparse-mode

2. ステップ2：Anycast-RPセット内のすべてのルータに適用するRPアドレスを構成します。
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switch# configure terminal
switch(config)# interface loopback 0
switch(config-if)# ip address 192.0.2.3/32

3. ステップ 3：Anycast-RPセットに加える各ルータで、そのAnycast-RPセットに属するルー
タ間で通信に使用するアドレスを指定し、ループバックを構成します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface loopback 1
switch(config-if)# ip address 192.0.2.31/32

4. ステップ 4：ルータはエニーキャスト RPピアでもあるため、インターフェイスに一意の
ピアアドレス（ドメイン全体でルーティング可能なアドレス）を構成します（たとえば、

ループバック 2）。
switch# configure terminal
switch(config)# interface loopback 2
switch(config-if)# ip address 193.0.2.31/32
switch(config-if)# ip pim sparse-mode

一意にルーティング可能なアドレスを使用して、すべてのエニーキャストピアルータで同様

の構成を行う必要があります。

（注）

5. ステップ 5：すべてのエニーキャストピアを RPセットに追加します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface loopback 2
switch(config-if)# ip pim anycast-rp 192.0.2.3 193.0.2.31
switch(config-if)# ip pim anycast-rp 192.0.2.3 193.0.2.32

同様の構成を使用して、複数の RPセットを作成できます。（注）

6. ステップ 6：エニーキャスト RPの動作を確認します。
switch# show ip pim interface brief
switch# show ip pim rp

次に、2つの Anycast-RPを使用して、PIM ASMモードを設定する例を示します。
configure terminal
interface ethernet 2/1
no switchport
ip pim sparse-mode
exit
interface loopback 0
ip address 192.0.2.3/32
exit
ip pim anycast-rp 192.0.2.3 192.0.2.31
ip pim anycast-rp 192.0.2.3 192.0.2.32
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次の作業
PIMの関連機能を構成するには、次の章を参照してください：

• IGMPの設定

• IGMPスヌーピングの構成

その他の参考資料
PIMの実装に関する詳細情報については、次の項目を参照してください。

•関連資料

• MIB

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

[Cisco Nexus 3600 NX-OSユニキャストルー
ティング構成ガイド（Cisco Nexus 3600 Series
Unicast Routing Configuration Guide）]

VRFの構成

MIB
MIBのリンクMIB

MIBを検索およびダウンロードするには、次
の URLにアクセスしてください。

http://mibs.cloudapps.cisco.com/ITDIT/MIBS/
MainServlet

IPMCAST-MIB
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cisco-nexus-3600-nx-os-multicast-routing-configuration-guide-106x_chapter3.pdf#nameddest=unique_22
cisco-nexus-3600-nx-os-multicast-routing-configuration-guide-106x_chapter5.pdf#nameddest=unique_24
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/nexus3600/sw/7x/unicast/configuration/guide/l3_nx-os.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/nexus3600/sw/7x/unicast/configuration/guide/l3_nx-os.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/nexus3600/sw/7x/unicast/configuration/guide/l3_nx-os.html
http://mibs.cloudapps.cisco.com/ITDIT/MIBS/MainServlet
http://mibs.cloudapps.cisco.com/ITDIT/MIBS/MainServlet
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